
（
診
療
時
間
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
次
条
及
び
第
四
条
に
お
い
て
「
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。）
に
お
い
て
診
療
の
業
務
を
行
う
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
相
談
時
間
）

第
三
条
　
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相
談
の
業
務
を
行
う
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五

分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
相
談
の
申
込
み
）

第
四
条
　
前
条
の
業
務
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
申
込
書
（
別
記
様
式
）
を
セ

ン
タ
ー
の
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
九

○
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
三

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
山
梨
県
知
事
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
…
…
…
四
三

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
三

○
山
梨
県
辺
地
振
興
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
三

○
山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
条
例
施
行
規
…
…
…
四
四

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
立
青
い
鳥
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
…
…
…
四
五

規
則

○
山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
…
…
…
四
六

清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

○
山
梨
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
号

山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
立
こ
こ
ろ
の
発
達
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成

二
十
三
年
山
梨
県
条
例
第
二
号
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
三
年

三
月
二
十
八
日

号
外
第
二
十
五
号

月　曜　日



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二

別記様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

三

山
梨
県
規
則
第
五
号

山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
二
十
三
年
山
梨
県

条
例
第
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
時
間
）

第
二
条
　
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
の
利
用
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

２
　
知
事
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
利
用
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
駐
車
の
許
可
）

第
三
条
　
条
例
第
五
条
第
一
項
の
許
可
は
、
駐
車
券
（
第
一
号
様
式
）
の
交
付
が
あ
っ
た
と
き
に
行
わ

れ
た
も
の
と
す
る
。

（
行
為
の
許
可
）

第
四
条
　
条
例
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
行
為
許
可
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）

に
、
配
置
図
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
許
可
に
係
る
行
為
を
し
よ
う

と
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
七
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
変
更
許
可
申

請
書
（
第
三
号
様
式
）
に
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
駐
車
料
金
等
の
還
付
）

第
五
条
　
条
例
第
九
条
た
だ
し
書
の
特
別
な
理
由
は
、
条
例
第
五
条
第
一
項
又
は
条
例
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
者
の
責
め
に
帰
す
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
当
該
許
可
に
係
る

行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
と
し
、
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
還
付
す
る
駐
車

料
金
又
は
使
用
料
（
以
下
「
駐
車
料
金
等
」
と
い
う
。）
の
額
は
、
駐
車
料
金
等
の
全
額
と
す
る
。

２

条
例
第
九
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
等
の
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
駐
車
料

金
等
還
付
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）
に
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
同
条
た
だ
し

書
の
特
別
の
理
由
が
生
じ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
駐
車
料
金
等
の
免
除
）

第
六
条
　
条
例
第
十
条
の
特
別
な
理
由
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
し
、
同
条
の

規
定
に
よ
り
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
駐
車
料
金
等
の
額
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
障
害
者
（
次
項
に

お
い
て
「
障
害
者
」
と
い
う
。）
が
現
に
乗
車
し
て
い
る
自
動
車
（
乗
車
定
員
十
人
以
下
の
も
の

に
限
る
。）
を
駐
車
す
る
と
き
。

駐
車
料
金
の
全
額

二

富
士
北
麓
地
域
の
観
光
の
振
興
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
行
為
の
た
め
に
使
用
す
る
と
き
。

使
用
料
の
全
額

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
。
●
駐
車
料
金
等
の
う
ち

知
事
が
相
当
と
認
め
る
額

２

前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
の
免
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
に
乗
車
し
て
い
る
者
が
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
知
事
に
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料

金
等
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
駐
車
料
金
等
免
除
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）
に
、
知
事
が

必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
七
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

四

第１号様式（第３条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

五

第２号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

六

第３号様式（第４条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

七

第４号様式（第５条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

八

第５号様式（第６条関係）



山
梨
県
規
則
第
六
号

山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
暴
力
団
排
除
条
例
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
補
助
金
等
交
付
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
交
付
決
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
五
条
の
二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
補
助
事
業
者
等
と
な
る
者
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
七
号
。
次
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
対
策
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
を
い
う
。
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

二

暴
力
団
員
（
暴
力
団
対
策
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
次
号
か
ら
第

五
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）

三

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

四

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
人
格
の
な
い
社
団
等
」
と
い
う
。）
を
含
む
。）
で
あ
つ
て
、
そ
の
役
員
（
人
格
の
な
い

社
団
等
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。）
の
う
ち
に
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
若
し
く
は
暴
力

団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
が
あ
る
も
の

五

暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
が
そ
の
事
業
活
動

を
支
配
す
る
者

第
十
五
条
第
一
項
中
「
補
助
金
等
の
他
の
用
途
へ
の
使
用
を
し
そ
の
他
補
助
事
業
等
に
関
し
て
、

補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
内
容
又
は
こ
れ
に
付
し
た
条
件
そ
の
他
法
令
等
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
知

事
の
処
分
に
違
反
し
た
と
き
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
」
に
、「
も
の
と
す

る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一
　
補
助
金
等
の
他
の
用
途
へ
の
使
用
を
し
た
と
き
。

二

補
助
事
業
等
に
関
し
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
内
容
又
は
こ
れ
に
付
し
た
条
件
に
違
反
し

た
と
き
。

三
　
補
助
事
業
等
に
関
し
法
令
等
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
知
事
の
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

四
　
第
五
条
の
二
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

（
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

２

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
み
、
国
、
地
方
公

共
団
体
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
団
体
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。）
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
法
人
の
役
員
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の

氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
人
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、
第
二
十
九
条
第
二
項
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

九



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
〇

第４号様式（第２８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
二



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
四



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
五

第５号様式（第２９条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
六

第６号様式（第３１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
七

第７号様式（第３２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
八



（
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
に
は
、
次
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

住
民
票
の
抄
本
（
法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
（
次

号
に
お
い
て
「
人
格
の
な
い
社
団
等
」
と
い
う
。）
を
含
み
、
国
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
知

事
が
別
に
定
め
る
団
体
を
除
く
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
場
合
は
、
定
款
又

は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
の
写
し
）

二

指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
法
人
又
は
そ
の
役
員
（
人
格
の
な
い
社
団
等
の
代
表
者
又
は
管
理
人
を
含
む
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

イ

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第

七
十
七
号
。
ロ
に
お
い
て
「
暴
力
団
対
策
法
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
を
い
う
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

暴
力
団
員
（
暴
力
団
対
策
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
ハ
に
お
い

て
同
じ
。）

ハ

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

ニ

ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
者
が
、
そ
の
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者

三

指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
法
人
の
役
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
を
記
載
し
た
書
類

四

位
置
図

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

一
九



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
〇

第
３
号
様
式



（
山
梨
県
庁
舎
等
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
山
梨
県
庁
舎
等
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
八
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第

一
項
」
に
改
め
、「
第
二
号
様
式
）」
の
下
に
「
及
び
行
商
等
許
可
証
（
第
三
号
様
式
）」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

及
び
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
法
人
の
役
員
、

代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
四
号
様
式
」
に
、
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様

式
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
第
五
号
様
式
」

を
「
第
六
号
様
式
」
に
、「
第
六
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
人
が
提
出
す
る
前
項
の
申
請
書
に
は
、前
条
第
二
項
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
中
「
第
七
号
様
式
」
を
「
第
八
号
様
式
」
に
、「
第
八
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に

改
め
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
二

第１号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
三

第２号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
四

第３号様式（第８条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
五

第４号様式（第８条関係）



第
八
号
様
式
を
第
九
号
様
式
と
し
、
第
七
号
様
式
を
第
八
号
様
式
と
し
、
第
六
号
様
式
を
第
七
号

様
式
と
す
る
。

第
五
号
様
式
中
「
第
５
号
様
式
」
を
「
第
５
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）」
に
、「
山
梨
県
指
令
第

号
」
を
「
第
　
　
　
　
号
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
し
、
第
四
号
様
式
の
次
に

次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
六

第
５
号
様
式

第
号

号
第
５
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）

山
梨
県
指
令
第



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
七

第５号様式（第９条関係）



（
山
梨
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
業
適
正
化
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
業
適
正
化
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
船
舶
職
員
法
」
を
「
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
」
に
、「
第

四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
」
に
、「
海
技
従
事
者
」
を
「
小
型
船
舶
操
縦
士
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
中
第
一
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
及
び
第
二
号
と
し

て
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
生
年
月
日

二
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

第
二
条
第
三
項
中
「
船
舶
職
員
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
技
免
状
」
を
「
船
舶
職
員
及
び

小
型
船
舶
操
縦
者
法
第
二
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
八



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

二
九

第１号様式（第２条関係）



第
三
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
第
２
０
条
」
を
「
第
２
２
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
山
梨
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
号
様
式
中
「
第
４
５
条
」
を
「
第
４
７
条
」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

三
〇

第
４
５
条

第
４
７
条

第
２
０
条

第
２
２
条



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

三
一

第13号様式（第２２条関係）



第
二
十
号
様
式
中
「
第
４
５
条
」
を
「
第
４
７
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
山
梨
県
土
砂
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
規
則
第

三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
土
砂
の
埋
立
て
等
（
一
時
た
い
積
行
為
）
許
可
申
請
書
」
を
「
土
砂
の
埋
立

て
等
（
一
時
堆
積
行
為
）
許
可
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
ト
」
を
「
リ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号

ホ
」
を
「
第
九
条
第
一
項
第
一
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
最
大
た
い
積
時
」
を

「
最
大
堆
積
時
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
ヘ
及
び
ト
」
を
「
ト
及
び
チ
並
び
に
第
二
十
二
条
第
二
号
及
び
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
十
八
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

第
二
十
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
五
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

三
二

第
４
５
条

第
４
７
条


